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Sensor Network Module評価キット 

Application Note 
Command Guide 

 

はじめに 

本書は、SensorNetworkModule評価キットの操作方法について説明しております。 

ご使用前に本書をよくお読みいただき、機能 操作等を十分に理解してお使いください。 

 
 

注意事項 

 

・一般項目 

1. 国内外の輸出関連法規により規制されている製品の輸出に際しては、 

同法規を遵守の上、必要な許可、手続き等をとってください。  

 

2. 軍事用途又はテロ等の反社会活動目的で、当製品を一切使用しないでください。 

また、最終的にそれら用途・目的で使用されるおそれがある法人・団体・個人等へも 

当製品を一切供給しないでください。 

 

3. 当製品は、特に用途を指定していないかぎり、 

本来、AV、家電、事務機、情報機器、通信機器、アミューズメント機器等 

一般電子機器用に設計、製造されたものです。  

したがいまして、原子力制御機器、宇宙・航空機で運行にかかわる機器等の用途では 

一切使用しないでください。   

上記の使用禁止の用途以外で、医療機器、防犯機器、防災機器、海底用機器等の 

高度な安全性・信頼性を必要とする機器でご使用の際は、 

弊社営業担当迄ご相談いただくか、 

セットでの十分な適合性の確認を行っていただいた上で、 

フェールセーフ設計、保護回路、冗長回路、誤動作防止設計、延焼対策設計等  

セットでの安全対策を設けてください。 

 

4. 車載対応製品以外の製品を車載用にご使用される場合は、事前に弊社へご相談ください。 
 

5. 分解、改造・修理等を行ったものについては、本仕様の適用外といたします。 
 

・免責事項 

本製品を使用したことにより生じた、いかなる障害、損害において当社は一切の責任を 

負わないものとします。 

 

 



 

Copyright 2016 ALPS Electric Co.,LTD. 

  

 2 / 51 
 

安全上のご注意 

本書では、以下の安全注意事項について警告、注意として区分して示しております。 

 

警告： 誤った取り扱いを行うと危険な状態が起こりえて、 

死亡または重症を負う危険性が想定される内容を示しています。 

・ 本製品の分解、改造や修理は、行わないでください。感電、火災、故障の恐れがあります。 

・ 電源を投入したままで電池交換は行わないでください。 

必ず電源を切断した状態（給電スイッチ OFF）で電池交換を行って下さい。 

電源を投入したまま操作を行うと感電や故障の原因となる場合があります。 

・ 濡れた手で電池交換をしないで下さい。 

・ 小さいお子様の手が届かないような場所に機器を配置して下さい。 

けがをしたり、故障の恐れがあります。 

・ 電池を加熱したり、火中に入れたりしないでください。 

（破裂や発火、液漏れなどが起こる場合があり、危険です） 
 

注意： 誤った取り扱いを行うと危険な状態が起こりえて、軽傷または中程度の損傷を負う可能性 

及び物的損害の発生が考えられる内容を示しています。 

     注意に記載した事項でも場合によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

いづれも重要な内容を記載していますので必ず守って下さい。 

 

・ 本製品のカバーを取り外す際は、カバーやケースのエッジ等で 

けがをしないように保護手袋等を着用し十分に注意して取り扱って下さい。 

・ 本製品は、直射日光が当たる所や高温、多湿の環境下での 

長時間使用や保存は避けて下さい。 

使用環境、保存環境により故障の原因となる場合があります。 

・ 損傷を避ける為、本製品のコネクター等 金属部分へは直接触れないようにして下さい。 

また本製品に触れる前には、身近な金属製のもの（ドアノブなど）に触れるなどして 

予め人体の静電気を逃がして下さい。 

・ 本製品は防塵、防水、防滴構造ではありません。 

ホコリや油煙や水がかからないようにしてください。 

・ 結露（寒い所から急に暖かい所に移動させる等）させないで下さい。 

・ 本製品に強い衝撃を与えたり、落としたり、踏んだりしないで下さい。 

・ 飛行機内や病院など使用を禁止されている区域では使用しないで下さい。 

・ 指定の電池（CR2032）以外は使用しないでください。故障の原因となります。 

電池の＋/－方向は正しく入れてください。間違えると故障の原因となる可能性があります。 

・ 分解、改造をしないでください。分解、改造は法律で禁止されています。 

・ 本製品は、電波法に基づく無線機器として、各国、地域の電波法の認証を取得しております。  

取得済み電波認証については、 

”SensorNetwork_Usersmanual_EVK_StartupGuide”「電波認証について」 

をご確認願います。 

 

制限事項 

・ 海外でご使用の場合、その国の電波法に適合または認証を取得していることをご確認の上 

ご使用下さい。 

・ 本製品使用により生じた損害につきましては、一切責任を負いませんので 

予めご了承下さい。 

・ 本書の内容は、改良の為 予告なしに変更することがありますので予めご了承下さい。 

・ 本製品は評価キットであり、キットの状態での一般の製品に使用する目的での 

環境特性等につきましては保証しておりません。 
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各センサの名称 

・ 加速度センサ ： Acceleration 

・ 地磁気センサ ： Geo-Magnetic 

・ 気圧センサ  ： Pressure 

・ 湿度センサ  ： Humidity 

・ 温度センサ  ： Temperature 

・ UVセンサ   ： UV 

・ 照度センサ  ： Ambient Light 

 

Sensor Network Module には、 バージョン（Ver.）があります。 

確認方法については、”SensorNetwork_Usersmanual_EVK_StartupGuide”を参照願います。 

 

本書では、16進数の表記は 0xXX、2進数の表記は(bin)XX とします。 

(例) 0x0A(16進数) = 10（10進数） = (bin)1010（2進数）  

 

1.  コマンドについて 

1.1 コマンド制御 

Sensor Network Module（以下モジュール）と対向機（スマートホン、タブレット等）は、 

Bluetooth® low energy無線技術による通信を行います。（Bluetooth®は、Bluetooth SIG, Inc.の登録商標

です。） 

モジュール側が Peripheral Role、対向機側が Central Roleです。 

 

モジュールの制御は対向機からコマンド送信を行うことで実施します。 

計測センサの選択や計測動作、各種データ通知などの操作が実行可能であり、 

このコマンドは大きく 3種類の機能に分かれます。 

センシング設定   ： センサ選択、計測間隔等を設定するためのコマンド 

Bluetooth®設定 ： Bluetooth®通信に関する設定を行うためのコマンド 

動作指示/システム設定 ： 計測やスリープ, 時刻・エラー検出などの設定を行うコマンド 

 

1.2 Bluetooth®サービス 

コマンド制御や各種データの通知は、接続完了後に発見できる Service1 内の Charactaristic 

Custom1~Custom3を使用して行われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Service1 

UUID:47FE55D8-447F-43EF-9AD9-FE6325E17C47 

Charactaristic 

Custom1 
センサデータ 

ステータス通知  

Charactaristic 

Custom3 

Charactaristic 

Custom2 

コマンド制御 

Read応答など 

UUID:686A9A3B-4C2C-4231-B871-9CFE92CC6B1E 

UUID:078FF5D6-3C93-47F5-A30C-05563B8D831E 

UUID:B962BDD1-5A77-4797-93A1-EDE8D0FF74BD 
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Service UUID 

Service1 0x47FE55D8-447F-43ef-9AD9-FE6325E17C47 

 

Characteristics Protcol UUID Max Data Size 

Custom 1 Notification/Read 0x686A9A3B-4C2C-4231-B871-9CFE92CC6B1E 20byte 

Custom 2 Notification/Read 0x078FF5D6-3C93-47F5-A30C-05563B8D831E 20byte 

Custom 3 
Write 

/WriteWithoutResponse 
0xB962BDD1-5A77-4797-93A1-EDE8D0FF74BD 20byte 

 

Custom1：計測センサデータやモジュール内部ステータスを 

対向機に通知するための Charactaristicです。 

Notificationプロトコルにて対向機に通知されます。 

Custom1で通知されるパケット構造の詳細は、 

5.通知データ構造 (Custom1) をご参照ください。 

 

Custom2：コマンド（Event Code）Read応答、Bluetooth®接続パラメータ更新状況、 

シーケンサエラーの通知に使用される Charactaristicです。 

Notificationプロトコルにて対向機に通知されます。 

Custom2で通知されるパケット構造の詳細は、 

6.通知データ構造 (Custom2)をご参照ください。 

 

Custom3： コマンド制御用の Charactatisticです。  

Write もしくはWriteWithoutResponse Protocolにて 

コマンドをモジュールに送信します。 

コマンドの発行手順については、2.1 コマンド発行手順をご参照ください。 

コマンドを使用した制御例を、2.3 コマンドによる設定例に記載しています。   

コマンド一覧は3.コマンド表を、コマンド詳細は4.コマンド構造 (Custom3) をご参照ください。 

 

Service1データベース構成の詳細についてはAppendix1をご参照ください。 

 

注意：Custom1 , 2 は接続完了後 Notificationを Enableにしてください。 
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2. コマンドの使用法 

 

2.1 コマンド発行手順 

 

対向機（スマートホン、タブレット等）からモジュールへのコマンド発行は、 

サービス内の Custom3に対して Event Code ,Length, Data の順で 1 コマンドを形成し、 

1つのパケットとして送信します。 

 
 
 
 

 

 
 
数値を 2バイト以上の Data Valueで扱う場合は、Data Value1を LSB(下位)として扱
います。 
 
 
 
 
 
 下位         上位 

 

注意事項 

コマンド発行は、１コマンドに 1つのパケットとして送信ください。 

複数のコマンドを一つのパケットにまとめて送った場合、正しく認識出来ない場合があります。 

 
 

また、現在のコマンド設定内容を読み出すことも出来ます。 

Event Code に 0x80を加算して Custom3にコマンドを送信することで、 

Read要求と判断して、該当 Event Codeの内容が Custom2に返されます。 

このとき、Data Fieldは 0x00で埋めてください。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 (例) 計測制御 (Event Code=0x20)の Read  

Custom3に計測制御 コマンド Read要求を発行 

Event Code Length Data Value1 

0xA0 (0x20+0x80) 0x03 0x00 

Custom2に計測制御コマンドの Read応答が通知 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 

 

コマンド受け付け可否の結果は、 

Custom1に通知されるステータス通知パケット 11byte目の ACK/NACK Fieldにて通知されます。  

 
 
 

Event 
Code 

 

Length Data 

1 コマンド(Read) 

0x80加算 

Event 
Code 

 

Length Data 

1 コマンド(Write) 

Event 
Code 

Length Data Value1 Data Value2 
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なお、コマンド受け付け通知の応答時間は、 

Bluetooth®接続パラメータの Connection Intervalや電波環境に依存し変化します。 

電波環境が悪くなり Bluetooth®通信が行えない状態になると、 

Bluetooth®接続パラメータの Supervision Timeout 時間経過(Default6秒)後に接続が Disconnect されま

す。この場合、コマンド受け付け応答通知は受領出来ません。 

 

2.2 コマンド制限事項 

計測動作中は以下コマンドのみを受け付けます。 

その他のコマンドは、No Action（何もせず）となります。 

 

[計測動作中の受け付けコマンド] 

・Event Code 0x20 （計測制御） 

・Event Code 0x21 （Bluetooth®通信動作設定）  

・Event Code 0x23 （Data Up Disable）  

・Event Code 0x2D （接続パラメータ更新状況 通知リクエスト）  

・Event Code 0x2E （ステータス・リクエスト）  

・Event Code 0x30 （時刻設定） ※Ver1.4以降受け付け 

・各 Event Code のリードコマンド 
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2.3 コマンドによる設定例 

ここではいくつかの例を上げ、必要なコマンド設定例を示します。設定手順は接続が完了してモジュールが

コマンド待ち受け中である事を前提としています。 

コマンド一覧は3.コマンド表を、コマンド詳細は4.コマンド構造 (Custom3) をご参照ください。 

 

用途別のコマンド使用例として、下記用途（Case1~4）ごとのコマンドの使用例を記載します。 

 

<使用用途> 

Case1: 環境計測 

Case2: モーション 

Case3: モーション（Hybrid） 

Case4: センサ Beacon 
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2.3.1 Case1:環境計測 1分間隔（環境系センサのみ） 
 

環境系センサ（Pressure、Humidity/Temperature、UV/Ambient Light）を１分間隔にて計測します。 

  

(1) 設定条件 

下記、表１の表に”サンプリングデバイス選択”、”計測間隔”、”計測モード”を示します。 

表 1 設定一覧 

計測モード Slowモード 

計測間隔 1分 

Acceleration － 

Geo-Magnetic － 

Pressure ○ 

Humidity ○ 

Temperature ○ 

UV ○ 

Ambient Light ○ 

 
 

(2) コマンド設定方法 

 

下記の順番で設定を行います。 

① 設定の初期化をします。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x03 

以前に何も保存をしていなければ初期値となっていますのでこの操作は不要となります。 

 

② サンプリングデバイス選択にて環境系センサ（Pressure、Humidity/Temperature、UV/Ambient Light）

を選択します。 

Event Code Length Data Value1 

0x01 0x03 0x7c 

 

③ 計測モードは１秒以上の間隔で動作する「Slowモード」に設定します。 

Event Code Length Data Value1 

0x04 0x03 0x00 

※初期値はこの設定になっています。 

 

④ 計測間隔の設定は、Slow・Fast の専用 Field に対して指示をします。今回は「Slow モード」で動かしま

すので、「Slowモード間隔設定」に秒単位で設定します。60秒を2バイト設定としますので（0x003C）、下位

0x3C、上位 0x00 とします。 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x05 0x04 0x3C 0x00 

以上で計測動作の準備が出来ました。 
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⑤ 設定内容の保存する場合は下記コマンドで行います。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x01 

 

⑥ 計測動作を開始します。 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 

Bluetooth®通信が確立されている間は、Custom1にデータパケットが送られてきます。 

 

データ詳細については 5.通知データ構造 (Custom1) をご参照ください。 

 
 

2.3.2 Case2:モーション（動き）検知 100ms間隔（モーション系センサのみ） 
 

モーション系センサ（Acceleration/ Geo-Magnetic）を 100ms間隔にて計測します。 

 

(1) 設定条件 

下記、表 2の表に”計測するセンサ”、”計測間隔”、”計測モード”を示します。 

 

表 2設定一覧 

計測モード Fastモード 

計測間隔 100ms 

Acceleration ○ 

Geo-Magnetic ○ 

Pressure － 

Humidity － 

Temperature － 

UV － 

Ambient Light － 

 

(2) コマンド設定方法 

下記の順番で設定を行います。 

 

① 設定の初期化をします。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x03 

以前に何も保存をしていなければ初期値となっていますのでこの操作は不要となります。 

 

② サンプリングデバイス選択にてモーション系センサ（Geo-Magnetic・Acceleration）を選択します。 

Event Code Length Data Value1 

0x01 0x03 0x03 

 

③ 計測モードは 100ms～999ms間隔で動作する「Fastモード」を設定します。 

Event Code Length Data Value1 

0x04 0x03 0x01 
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④ 計測間隔は、「Fastモード間隔設定」にミリ秒(ms)単位で設定します。100～999を2バイト設定とします

ので、下位 0x64、上位 0x00 とします。 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x06 0x04 0x64 0x00 

 

以上で計測動作の準備が出来ました。設定内容の保存が必要な場合はここで行います。 

 

⑤ 設定内容の保存する場合は下記コマンドで行います。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x01 

 

⑥ 計測動作を開始します。 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 

 

Bluetooth®通信が確立されている間は、Custom1にデータパケットが送られてきます。 

データ詳細については 5.通知データ構造 (Custom1) をご参照ください。 

 
 

2.3.3 Case3:モーション（動き）100ms ／環境 1分間隔（Hybridモード） 
 

モーション系センサ（Acceleration・Geo-Magnetic）を 100ms 間隔にて計測しつつ、環境系センサ

（Pressure、Humidity/Temperture、UV/Ambient Light）を 1分間隔にて計測します。 

 
 

(1) 設定条件 

下記、表 3の表に”計測するセンサ”、”計測間隔”、”計測モード”を示します。 

表 3設定一覧 

計測モード Hybridモード 

計測間隔 100ms / 1min 

Acceleration ○ 

Geo-Magnetic ○ 

Pressure ○ 

Humidity ○ 

Temperature ○ 

UV ○ 

Ambient Light ○ 
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(2) コマンド設定方法 

 

下記の順番で設定を行います。 

 

① 設定の初期化をします。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x03 

 

以前に何も保存をしていなければ初期値となっていますのでこの操作は不要となります。 

 

② サンプリングデバイス選択にてセンサを選択します。 

Event Code Length Data Value1 

0x01 0x03 0x7F 

 

③ 計測モードは、モーション系：Fast モード／環境系：Slow モードで動作する「Hybrid モード」を設定しま

す。 

Event Code Length Data Value1 

0x04 0x03 0x04 

 

④ 計測間隔は、Slow、Fastの２種を設定する必要があります。 

「Fast モード間隔設定」にミリ秒(ms)単位で設定します。100～999 を 2 バイト設定としますので、下位

0x64、上位 0x00 とします。 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x06 0x04 0x64 0x00 

 

⑤ 「Slow モード間隔設定」に秒単位で設定します。60 秒を 2 バイト設定としますので、下位 0x3C、上位

0x00 とします。 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x05 0x04 0x3c 0x00 

 

以上で計測動作の準備が出来ました。設定内容の保存が必要な場合はここで行います。 

 

⑥ 設定内容の保存する場合は下記コマンドで行います。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x01 

 

⑦ 計測動作を開始します。 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 

 

Bluetooth®通信が確立されている間は、Custom1にデータパケットが送られてきます。 

 

データ詳細については 5.通知データ構造 (Custom1) をご参照ください。 

 



 

Copyright 2016 ALPS Electric Co.,LTD. 

  

 14 / 51 
  

2.3.4 Case4:環境 1秒間隔 ※Beacon動作で行う場合 

 

Sensor Beaconモードにて Acceleration と環境系センサのデータを 1秒毎に発信する動作をします。 

 

(1) 設定条件 

 

計測モード ビーコン 

計測間隔 1sec 

Acceleration ○ 

Geo-Magnetic - 

Pressure ○ 

Humidity ○ 

Temperature ○ 

UV ○ 

Ambient Light ○ 

 
 
 

(2) コマンド設定方法 

下記の順番で設定を行います。 

 

① 設定の初期化をします。 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x03 

 

② Beacon動作を Sensor Beacon動作、環境系フォーマットで出力します。 

このとき、Major / Minor値は使用しませんので 0x00 とします。 

Event Code Length DataValue1 Data Value2 Data Value3 Data Value4 Data Value5 

0x16 0x07 0x01 0x00 0x00 0x00 0x00 

 

③ 計測間隔の設定 

計測間隔は Advertising間隔と同じになります。なお、General Beacon モードの場合は 100ms固定で

す。 

ADV 間欠設定（0x12） の Advertising Interval パラメータを 1000ms とします。このとき、設定単位が

1.25msなので 800(=0x0320)となります。 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 Data Value3 Data Value4 

0x12 0x06 0x20 0x03 0x00 0x00 

 

モジュールを Disconnect します。Disconnectすることで、Bluetooth®が Beacon として動作開始します。 

Beacon動作は、再接続するまで、または電源 OFF となるまで継続します。 

送信される Beaconデータの詳細については、7.Beaconフォーマットをご参照ください。 
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3. コマンド表 

3.1 対向機側からのコマンド（1/3） センシング設定 

 

機能項目 
不揮発 

保存 

Event 
Code 

項目 Length 機能 Field 

センシング

設定 

○ 0x01 

サンプリングデバイ

ス選択 
0x03 サンプリングデバイス選択 

○ 0x02 

Acceleration レンジ

設定 
0x03 加速度センサレンジ 

○ 

0x03 

デ ー タ 変 換 時 間

（Acceleration）設定 
0x07 

データ変換時間設定(加速度)  

○ 割り込み軸設定 

○ 割り込み閾値設定 

－ Dummy 

－ Dummy 

○ 0x04 計測モード設定 0x03 計測モード設定 

○ 
0x05 

Slow モード間隔設

定 
0x04 

Slow間隔設定（下位） 

○ Slow間隔設定（上位） 

○ 
0x06 

Fast モード間隔設

定 
0x04 

Fast間隔設定（下位） 

○ Fast間隔設定（上位） 
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3.2 対向機側からのコマンド（2/3）Bluetooth®設定  

機能項目 
不揮発 

保存 

Event 
Code 

項目 Length 機能 Field 

Bluetooth®  

設定 

○ 
0x10 

Bluetooth® 

動作設定 
0x04 

Bluetooth®電源 OFF時間設定（下位） 

○ Bluetooth®電源 OFF時間設定（上位） 

－ 

0x11 

Bluetooth® 

通信設定 
0x0A 

Connection Interval Max（下位） 

－ Connection Interval Max（上位） 

－ Connection Interval Min（下位） 

－ Connection Interval Min（上位） 

－ Slave Latency（下位） 

－ Slave Latency（上位） 

－ Supervision Timeout（下位） 

－ Supervision Timeout（上位） 

－ 

0x12 ADV間隔設定 0x06 

Advertising interval （下位） 

－ Advertising interval （上位） 

－ Advertising 発行期間 （下位） 

－ Advertising 発行期間 （上位） 

－ 

0x13 間欠 ADV設定 0x08 

間欠 Advertising interval （下位） 

間欠 Advertising interval （上位） 

－ 
間欠 Advertising 発行期間（下位） 

間欠 Advertising 発行期間（上位） 

－ 間欠 Advertising 停止期間 

－ 間欠 Advertising 繰り返し回数 

－ 
0x14 タイマスリープ復帰 0x04 

復帰時間設定（下位） 

－ 復帰時間設定（上位） 

○ 0x15 デバイス名称 

設定 

文字数
+2 

設定文字（1～18文字） 

－ 0x16 Beacon動作 0x07 

動作・フォーマット設定 

Major（下位） 

Major（上位） 

Minor（下位） 

Minor（上位） 

－ 0x17 

General Beacon 

UUID設定 
0x12 UUID（16byte） 
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3.3 対向機側からのコマンド（3/3）動作指示 / システム 

 

機能項目 
不揮発 

保存 

Event 
Code 

項目 Length 機能 Field 

動作指示 

－ 0x20 計測制御 0x03 計測制御 

－ 0x21 

Bluetooth® 

通信動作設定 
0x03 Bluetooth®通信動作設定 

－ 0x22 スリープ設定 0x03 スリープ動作 

－ 0x23 Data Up Disable 0x03 データ通知許可 

－ 0x24 

自動 Status 発行機

能 
0x03 自動 Status 発行動作 

－ 0x29 エラー解除 0x03 エラー解除 

－ 0x2D  

接続パラメータ更新

状況 通知リクエスト 
0x03 更新状況通知リクエスト 

－ 0x2E ステータス・リクエスト 0x03 ステータス通知パケット発行指示 

－ 0x2F 

設定内容の保存／初

期化 
0x03 設定内容指示 

システム 

－ 

0x30 現在時刻 0x0A 

時刻 ms（下位） 

－ 時刻 ms（上位） 

－ 時刻秒 

－ 時刻分 

－ 時刻時間 

－ 時刻 Day 

－ 時刻 Month 

－ 時刻 Year（2桁） 

○ 0x31 HW 異常検知 0x03 HW 異常検知設定 
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4. コマンド構造 (Custom3) 

4.1 センシング設定コマンド 

4.1.1 サンプリングデバイス選択 

Event Code: 0x01   
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

サンプリングデバイス選択(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7 

0x7F 

未使用 

計測センサ選択 

0:OFF 
1:ON 

6 Ambient Light 

5 UV 

4 Temperature 

3 Humidity 

2 Pressure 

1 Geo-Magnetic 

0 Acceleration 

計測するセンサの種類の選択をします。初期値は全センサ ON（0x7F）となります。 

 

各センサの出力フォーマットは、6．データパケットをご参照してください。 

 

※100ms 未満の計測間隔の場合は、Acceleration・Geo-Magnetic しか選べません。その他のセンサを

設定した場合は、動作保証できません。 

 

コマンド設定例 

Accelerationセンサのみを ONの場合 

Event Code Length Data Value1 

0x01 0x03 0x01 
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4.1.2 Acceleration レンジ設定 

Event Code: 0x02 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

加速度センサレンジ(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..3 

0x00 

未使用 

2..0 

(bin)000:±2G 
(bin)001:±4G 
(bin)010:±8G 
(bin)011:±12G 
(bin)100:±16G 

(bin)101:予約（±2G） 

(bin)110:予約（±2G） 

(bin)111:予約（±2G） 

Accelerationのフルスケール（計測レンジ）設定をします。初期値は±2G（0x00）となります。 

計測値がレンジオーバーするときは、この設定にて計測レンジを広げます。 

 

なお、Accel Wake機能を使う場合は、本 Field設定は無効となり±2G固定動作となります。 

 

コマンド設定例 

加速度センサレンジ値を±16Gに設定 

Event Code Length Data Value1 

0x02 0x03 0x04 
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4.1.3 データ変換時間（Acceleration）設定 

Event Code: 0x03 
Length: 0x07 

 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Dummy 

0x00 
Dummy 

0x00 

 

データ変換時間設定(加速度) (Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..4 

0x06 

未使用 

3..0 

(bin)0000: 1Hz 
(bin)0001: 2Hz 
(bin)0010: 4Hz 
(bin)0011: 8Hz 
(bin)0100: 16Hz 
(bin)0101: 32Hz 
(bin)0110: 64Hz 
(bin)0111: 128Hz 
(bin)1000: 256Hz 
(bin)1001: 0.25Hz 
(bin)1010: 0.5Hz 

上記以外 1Hz 

Accel Wake（加速度起動項目参照）時に使用します。初期値は 64Hz（0x06）となります。 

加速度の計測周期(Sample Rate)の設定になります。検出する衝撃の特性に合わせた設定をしてください。

瞬間的な衝撃を検知したい場合は、データ変換時間設定を高くしてください。但し、データ変換時間設定を

高くした場合、消費電力は増加しますのでご注意願います。
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割り込み軸設定(Data Value2) 

 

bit 初期値 機能説明 

7 

0x07 

未使用 

6 Z軸極性 0:＋方向  1:－方向 

5 Y軸極性 0:＋方向  1:－方向 

4 X軸極性 0:＋方向  1:－方向 

3 未使用 

2 Z軸割り込み 0:無効 1:有効 

1 Y軸割り込み 0:無効 1:有効 

0 X軸割り込み 0:無効 1:有効 

特定の方向からの衝撃を受けたときのみに起動する場合に使用します。 

XYZ軸を個別に設定できます。初期値は全軸＋方向有効（0x07）となります。 

全方向を設定した場合、各軸毎の大きさで判断しますので、 

合成値では無いことに注意願います。 

 

衝撃の方向に極性があります。無極性設定は出来ません。 

 

 

割り込み閾値設定(Data Value3) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x60 Value 

 

各軸にて共通使用する、±2G レンジ割り込み閾値を設定します。初期値は 0x60 となります。 

検出する衝撃の大きさに合わせた設定をしてください。 

 

Dummyデータ(Dummy) 

本コマンドには、2個のダミーデータが必要です。 

0x00,0x00を付加してください。 

 

コマンド設定例 

 データ変換時間（Acceleration）設定を以下に設定の場合 

 ・データ変換時間設定(加速度)(Data Value1)：4Hz 

・割り込み軸設定(Data Value2)：全軸＋方向有効 

・割り込み閾値設定(Data Value3) ：100(0x64) 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 Data Value3 Dummy Dummy 

0x03 0x07 0x02 0x07 0x64 0x00 0x00 
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4.1.4 計測モード設定 

Event Code: 0x04 

Length: 0x03 

 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

計測モード設定(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..3 

0x00 

未使用 

2..0 

(bin)000: Slow 
(bin)001: Fast 
(bin)011: Force 
(bin)100: Hybrid 

上記以外: Slow 

計測モードを設定します。初期値は Slowモード（0x00）になります。 

【Slowモード】1秒単位で設定した間隔にて計測をします。 

定期的なデータ計測を低消費電力で行います。 

 

【Fastモード】ms単位の間隔で計測をします。  

モーション検出に向いていますが、反面、消費電力が多くなります。  

※100ms未満の計測間隔の場合は、Acceleration・Geo-Magneticセンサしか選べません。 

 

【Force モード】対向機からの計測指示により１回だけ計測を行います。 

低頻度、不定期な計測に向いています。 

※Forceモードでの計測時は計測間隔を 1秒以上空けてください。間隔が短いと正しいセンサ値が取得で

きません。 

 

【Hybridモード】Fast・Slow の計測併用動作 

Fastサンプリング：Geo-Magnetic・Acceleration 

Slowサンプリング：Humidity、Pressure、UV、環境 Ambient Light、Temperture 

を併用出来ます。各計測間隔は設定された値が用いられます。 

 

【注意事項】 

計測モードの変更は、計測動作停止中に行ってください。計測動作中に変更を行うと計測動作停止されま

す。Event Code 0x20“計測制御”(bit0)はクリアされます。 

 

コマンド設定例 

計測モードを Hybridモードに設定の場合 

Event Code Length Data Value1 

0x04 0x03 0x04 
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4.1.5 Slowモード間隔設定 

Event Code: 0x05 

Length: 0x04 

 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 

 

Slow 間隔設定（下位）(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x01 Value 

 

Slow 間隔設定（上位）(Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Slowモード設定時の計測間隔を秒単位で設定します。初期値は 1秒（0x0001）になります。 

設定可能範囲:1～65535秒 

0秒を設定した場合、１秒動作となります。 

 

コマンド設定例 

Slowモードの計測間隔を 5秒間隔に設定の場合 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x05 0x04 0x05 0x00 
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4.1.6 Fastモード間隔設定 

Event Code: 0x06 
Length: 0x04 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 

 

Fast間隔設定（下位）(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0xC8 Value 

 

Fast間隔設定（上位）(Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Fastモード設定時の計測間隔を ms単位で設定します。初期値 は 200ms(0x00C8)になります。 

設定可能範囲:10～999ms 

10ms未満を設定しても 10ms秒動作となります。 

 

コマンド設定例 

Fastモードの計測間隔を 80ms間隔に設定の場合 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x06 0x04 0x50 0x00 

 

【注意事項】 

初期の状態では、Bluetooth®接続パラメータ自動設定により Connection Interval が Max50ms に設定さ

れております。50ms 未満で計測する場合、設定する場合、Event Code 0x11“Bluetooth®通信設定”にて

計測間隔にあわせた通信設定に変更し、Event Code :0x21”Bluetooth®通信動作設定”(bit7)を手動設定

にする必要があります。 
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4.2 Bluetooth®動作設定コマンド 

4.2.1 Bluetooth®動作設定 

Event Code: 0x10 
Length: 0x04 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 

 

Bluetooth®電源 OFF時間設定（下位）(Data Value1) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x0A Value 

 

Bluetooth®電源 OFF時間設定（上位）(Data Value2) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Bluetooth®電源 OFF時間を分単位で設定します。初期値は 10分（0x000A）になります。 

設定可能範囲:10～65535分。 

Event Code 0x21 の“Bluetooth®通信動作設定”Field、<0bit>=1 が設定された時に Bluetooth®電源

OFF時間設定で設定した時間Bluetooth®電源がOFFとなります。（通信は出来ませんが、計測動作は継続

します。時間経過後は、自動的に Bluetooth®電源 ON となり通信再開（Advertising）を行います。）10 分未

満を設定した場合 10分に置き換わります。詳細はBluetooth®通信動作設定コマンド（Event Code 0x21）を

ご参照ください。 

 

コマンド設定例 

Bluetooth®電源 OFF時間を 20分（0x0014）に設定の場合 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x10 0x04 0x14 0x00 
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4.2.2 Bluetooth®通信設定 

Event Code: 0x11 
Length: 0x0A 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 
Data 

Value5 
Data 

Value6 
Data 

Value7 
Data 

Value8 

 

Connection Interval Max（下位）(Data Value1) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x28 Value 

 

Connection Interval Max（上位）(Data Value2) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

インターバル（Max）時間を 1.25ms単位で設定します。初期値は 50ms (設定値 40 = 0x28)となります。 

設定可能範囲: 7.5~4000ms(設定値 6 ~3200) 

 

Connection Interval Min（下位）(Data Value3) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x10 Value 

 

Connection Interval Min（上位）(Data Value4) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

インターバル（Min）時間を 1.25ms単位で設定します。初期値は 20ms (設定値 16 = 0x10)となります。 

設定可能範囲: 7.5-4000ms(設定値 6 -3200)。但し、Interval Max > Minの必要があります。 

 

Slave Latency（下位）(Data Value5) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

 

Slave Latency（上位）(Data Value6) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Slave Latencyの値を設定します。初期値は 0になります。 

設定可能範囲:0-499 

 

Supervision Timeout（下位）(Data Value7) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x58 Value 

 

Supervision Timeout（上位）(Data Value8) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x02 Value 

タイムアウト時間を 10ms単位で設定します。初期値は 6000ms (設定値 600 = 0x0258)となります。 

設定可能範囲:100-32000ms(設定値 10-3200) 

 

本Fieldを有効にするには、Event Code 0x21の” Bluetooth®通信動作設定”Field <7bit>=1 が設定さ

れ、Bluetooth®通信パラメータが手動設定となっている必要があります。 
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なお、対向機の仕様や設定するパラメータによっては本コマンドを発行しても、Bluetooth®通信設定が更新

できない場合があります。 

 

コマンド設定例 

Bluetooth®通信設定を以下に設定の場合 

・Connection Interval Max：100ms(設定値 80 = 0x50) 

・Connection Interval Min：40ms(設定値 32 = 0x20) 

・Slave Latency：5 

・Supervision Timeout：3000ms(設定値 300 = 0x12C) 

Event 
Code 

Length Data 
Value1 

Data 
Value2 

Data 
Value3 

Data 
Value4 

Data 
Value5 

Data 
Value6 

Data 
Value7 

Data 
Value8 

0x11 0x0A 0x50 0x00 0x20 0x00 0x05 0x00 0x2C 0x01 

 



 

Copyright 2016 ALPS Electric Co.,LTD. 

  

 28 / 51 
 

4.2.3 ADV間隔設定 

Event Code: 0x12 
Length: 0x06 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 

 

Advertising interval  （下位）(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x50 Value 

 

Advertising interval （上位）(Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Advertising Interval を 1.25ms単位で設定します。初期値は 100ms(0x0050)になります。 

設定可能範囲:30ms-10000ms(設定値 0x0018-0x1F40) 

 

Advertising 発行期間（下位）(Data Value3) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

 

Advertising 発行期間（上位）(Data Value4) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Advertising発行期間を秒単位で設定します。初期値は 0になります。 

設定可能範囲:0-6500sec  

0設定時は連続 Advertising動作（間欠 Advertising動作に移行しない）になります。 

 

Advertising 発行期間に 0 以外の値が設定された場合、Advertising 開始から設定した期間経過後に自動

的に間欠 Advertising動作に移行します。間欠 Advertising動作は、間欠 ADV設定コマンド（Event Code 

0x13）をご参照ください。 

 

コマンド設定例 

 ADV間隔を以下に設定した場合 

 ・Advertising interval  ： 50ms(0x0028) 

・Advertising発行期間 ： 0秒 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 Data Value3 Data Value4 

0x12 0x06 0x28 0x00 0x00 0x00 
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4.2.4 間欠 ADV設定 

Event Code: 0x13 
Length: 0x08 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 
Data 

Value5 
Data 

Value6 

 

間欠 Advertising interval（下位）(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x50 Value 

 

間欠 Advertising interval （上位）(Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

間欠動作時の Advertising Intervalを 1.25ms単位で設定します。初期値は 100msになります。 

設定可能範囲:30ms-10000ms（設定値 0x0018-0x1F40） 

 

間欠 Advertising 発行期間（下位）(Data Value3) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x05 Value 

 

間欠 Advertising 発行期間（上位）(Data Value4) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

間欠動作時の Advertising発行期間を秒単位で設定します。初期値は 5秒です。 

設定可能範囲:0-6500sec 

 

間欠 Advertising 停止期間(Data Value5) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x05 Value 

間欠動作時の Advertising停止期間を秒単位で設定します。初期値は 5秒です。 

設定可能範囲:0-255sec 

 

間欠 Advertising 繰り返し回数 (Data Value6) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

間欠動作時の発行・停止の繰り返し回数を設定します。初期値は 0です。 

設定可能範囲:0-255回 

0設定時は無限繰り返しとなります。 
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コマンド設定例 

間欠 ADVを以下に設定した場合 

 ・間欠 Advertising interval  ： 50ms(0x0028) 

・間欠 Advertising 発行期間 ： 5秒 

・間欠 Advertising 停止期間 ： 5秒 

・間欠 Advertising 繰り返し回数： 0回 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 
Data 

Value5 
Data 

Value6 

0x13 0x08 0x28 0x00 0x05 0x00 0x05 0x00 

 

Event Code 0x12 ”Advertising 発行期間”Fieldで設定した期間が過ぎた後に、本 Field動作による間欠

Advertising 動作が始まります。繰り返し回数終了後は、全ての動作を停止して低消費電力状態に入ります。

再起動には電源スイッチを一度 OFFにし、その後 ONにする必要があります。 

 
 

 

発行期間 停止期間 

（発行・停止）繰り返し回数 

繰り返し終了

後  

低消費電力  

状態に移行  

Advertising interval 
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4.2.5 タイマスリープ復帰 

Event Code: 0x14 
Length: 0x04 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 

 

復帰時間設定 （下位） (Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x01 Value 

 

復帰時間設定 （上位） (Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

Bluetooth®を OFFする時間を分単位で設定します。初期値は 1分になります。 

設定可能範囲:0～65535分 

Event Code 0x22 ”Sleep設定” Fieldに 0x03 が設定されると復帰時間設定で設定した時間全ての動作

を停止して低消費電力状態に移行します。設定時間経過後に自動起動を行い、通常の Advertisingが始ま

りますので、対向機側から接続操作をしてください。 

 

コマンド設定例 

 タイマスリープを 2分に設定した場合 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 

0x14 0x04 0x02 0x00 

 
 

4.2.6 デバイス名称 

Event Code: 0x15 

Length: 設定文字数+2 

 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
・・・ 

Bluetooth®通信時に使用するデバイス名称をアスキーコードで設定します。 

初期値は、 

[0x53]=”S”   （Data Value1） 

[0x4E]=”N”  （Data Value2） 

[0x4D]=”M”  （Data Value3） 

[0x30]=”0”  （Data Value4） 

[0x30]=”0”  （Data Value5） 

の 5バイトになります。 

最大設定文字数は 18文字となります。 

 

なお、本 Fieldはコマンド受信時点で不揮発保存になります。設定値保存コマンド（Event Code 0x2F)にて

保存操作をしなくても値が変更・保持されます。 

 

コマンド設定例 

デバイス名称を“SNM01”に設定した場合 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 Data Value3 Data Value4 Data Value5 

0x15 0x07 0x53 0x4E 0x4D 0x30 0x31 
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4.2.7 Beacon動作 

Event Code: 0x16 

Length: 0x07 

 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 
Data 

Value5 

 

動作・フォーマット設定(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7 

0x00 

0:環境系フォーマット 

1:モーション系 

6..2 未使用 

1..0 
(bin)00, (bin)11:Beacon無効 

(bin)01: Sensor Beacon 
(bin)10: General Beacon 

Beacon動作及び Beaconフォーマットを設定します。初期値は Beacon無効（0x00）になります。 

Sensor Beacon : ALPS独自の Beaconフォーマットにてセンサデータを送信します。 

計測するセンサにより 2種類のフォーマットがあります。 

<7bit> = 0 ：環境系フォーマット（Geo-Magneticを除く全センサ） 

<7bit> = 1 ：モーション系（Geo-Magnetic・Acceleration・Pressureセンサ） 

センサ計測間隔は Event Code 0x12の” Advertising interval” Fieldに従います。但し、”Advertising 

発行期間”の設定は無効となり、間欠 Advertising動作には移行しません。 

有効センサは Event Code 0x01 “サンプリングデバイス選択”Fieldに従います。 

 

General Beacon: ALPS 社 Company IDを用い、Apple社 Beacon相当のフォーマットにてデータを送信

します。DataValue2~5にて Major, Minor および、UUIDを設定可能です。 

General Beacon モード設定時、Event Code 0x12 “ADV 間隔設定”の設定に関係なく Advertising 

intervalは 100ms固定となります。 

 

各 Beaconモードの送信データの詳細は、7.Beaconフォーマットをご参照ください。 

 

なお Beacon関連の設定は不揮発保存されず電源 OFF→起動ごとに再設定する必要があります。  

※Beacon動作(Event Code 0x12 “ADV間隔設定”や Event Code 0x16 “Beacon動作”)によっては接

続率が低下するケースが危惧されるため、電源再起動後は初期設定に戻る仕様となっています。  

※Android SampleProject(SensorModuleSampleCode)での SensrorBeacon設定例を Appendix2に記

載しています。 

 
 

Major （下位）(Data Value2) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

 

Major （上位）(Data Value3) 

Bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

General Beacon モードで使用する Major コードを設定します。初期値は 0x0000になります。 
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Minor（下位）(Data Value4) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

 

Minor（上位）(Data Value5) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

General Beacon モードで使用する Minor コードを設定します。初期値は 0x0000になります。 

コマンド設定例 

Beacon動作を以下に設定した場合 

 ・動作・フォーマット設定: Beacon無効 

 ・Major コード: 0 

 ・Minor コード: 0 

Event Code Length Data Value1 Data Value2 Data Value3 Data Value4 Data Value5 

0x16 0x07 0x00 0x00 0x00 0x00 0x00 

 
 

4.2.8 General Beacon UUID設定 

Event Code: 0x17 
Length: 0x12 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
・・・ 

Data 
Value16 

 

UUID(Data Value1 .. 16) 

General Beacon モードで送信する UUIDを Data Value1から順に 16バイト設定します。初期値は 0 とな

っております。 

 

コマンド設定例 

 UUIDを 12345678-1234-1234-1234123456789123に設定した場合 

Event 
Code 

Length Data 
Value1 

Data 
Value2 

Data 
Value3 

Data 
Value4 

Data 
Value5 

Data 
Value6 

Data 
Value7 

Data 
Value8 

0x17 0x12 0x12 0x34 0x56 0x78 0x12 0x34 0x12 0x34 

 

Data 
Value9 

Data 
Value10 

Data 
Value11 

Data 
Value12 

Data 
Value13 

Data 
Value14 

Data 
Value15 

Data 
Value16 

0x12 0x34 0x12 0x34 0x56 0x78 0x91 0x23 
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4.3動作指示コマンド 

 

4.3.1 計測制御 

Event Code: 0x20 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

計測制御(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7:1 

0x00 

未使用 

0 
0: 計測動作停止 

1: 動作開始 

計測（センササンプリング）動作の開始及び停止を設定します。初期値は停止になります。 

Forceモード時は動作開始を設定すると 1回計測になります。 

 

計測動作中は、以下のコマンド以外は受け付けません。 

・Event Code 0x20 （計測制御） 

・Event Code 0x21 （Bluetooth®通信動作設定） 

・Event Code 0x23 （Data Up Disable） 

・Event Code 0x2D （接続パラメータ更新状況 通知リクエスト） 

・Event Code 0x2E （ステータス・リクエスト） 

・各 Event Code のリードコマンド 

 

コマンド設定例 

 計測制御を動作開始に設定した場合 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 
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4.3.2 Bluetooth®通信動作設定 

Event Code: 0x21 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

Bluetooth®通信動作設定(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7 

0x00 

0: 接続パラメータ自動設定 

1: 接続パラメータ手動設定 

6..1 未使用 

0 
0: Bluetooth®電源常時 ON 

1: Bluetooth®設定時間 OFF 

接続パラメータ設定 

<bit7>=0 

Bluetooth®接続パラメータ自動設定となります。 

設定している計測間隔に合わせて、自動的に下記接続パラメータ（ connection interval, slave 

latancy,Supervison Timeout）の更新動作を行います。 

※計測時間 50ms以下にする場合は、手動設定にし Connection Intervalを変更願います。 

 

接続パラメータ 

Fast Mode(計測時間 10-999msec) Slow Mode 
Hybrid 

Mode 
Force 計測時間 計測時間 

10-399 400-799 800-999 1-65535[sec] 

Connection 
Interval 

max 50msec 100msec 200msec 200msec Fast 

/Slow の

設 定 値

に従う 

50msec 

min 30msec 80msec 180msec 180msec 30msec 

Slave Latency 4 4 4 4 4 

Supervison TimeOut 6sec 6sec 6sec 6sec 6sec 

 
<bit7>=1 

コマンドBluetooth®通信設定（Event Code 0x11）にて設定した接続パラメータの更新要求を対向機側に発

行します。設定パラメータが対向機側に受け入れられたかどうかは、本 Event Codeを発行後、Event Code 

0x2D”接続パラメータ更新状況 通知リクエスト”を発行し、Custom2から通知される Event Code 0x81の内

容を確認することで知ることが出来ます。 

  

注意：手動パラメータの設定変更（Event Code 0x11を更新）を行った場合は、本 Fieldの<bit7>=1を再度

発行して更新要求を行ってください。また、センサ計測中は Bluetooth®接続パラメータの変更は行わないよ

うにしてください。 

 

Bluetooth®電源状態設定 

<bit0> =0：Bluetooth®電源常時 ONで動作します。 

 

<bit0> =1: 設定期間 Bluetooth®電源 OFF指示。 

Event Code 0x10（Bluetooth®電源 OFF 時間設定）にて設定した期間、Bluetooth®電源を OFF にします

（通信は出来ませんが、計測動作は継続します）。設定時間経過後自動的に Bluetooth®電源 ON となり通

信再開（Advertising）を行います。再度、Bluetooth®電源を OFF としたい場合は、本 Field を再度設定する

必要があります。 

例えば、センサを１時間に一度の計測を継続しながら、Bluetooth®通信によるデータ収集を24時間に1度、

としたい場合に使用できます。 
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コマンド設定例 

 Bluetooth®通信動作を以下に設定した場合 

  ・接続パラメータ設定：自動 

  ・Bluetooth®電源状態設定：ON 

Event Code Length Data Value1 

0x21 0x03 0x00 

 

4.3.3 スリープ設定 

Event Code: 0x22 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

スリープ動作(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..2 

0x03 

未使用 

1..0 
(bin)10: Accel Wake 
(bin)11: Timer Sleep 

スリープ動作を設定します。初期値は Timer Sleepになります。 

Data Value1 には、(bin)10（2 進数表記＝10 進数表記”2”）または、(bin)11（2 進数表記＝11 進数表

記”3”）以外は設定出来ません。 

スリープ動作中は通信・計測ともに出来ない状態となります。 

 
Accel Wake 

コマンド入力後に Accelerationセンサのみを動作させ、モジュールは Bluetooth®通信を含め停止し低消費

電力状態となります。Event Code 0x03（データ変換時間設定）で設定した条件で衝撃を検知すると起動し

Advertising を開始します。 

この時の Acceleration レンジは±2G固定となります。 

 
Timer Sleep 

コマンド入力後にモジュールは Bluetooth®通信を含め停止し低消費電力状態となり、Event Code 0x14（タ

イマスリープ設定）にて設定した時間経過後に自動的に起動し、Advertising を開始します。 

 

計測を一旦止め、8 時間後に通信確立・計測開始をしたい場合など、あらかじめ決めた時間を低消費電力

にすることで電池の消費を抑える場合に使います。 

通信確立後、計測は停止している状態ですので、Event Code 0x20（計測制御）にて計測を再開してくださ

い。 

 

コマンド設定例 

 スリープ設定を Accel Wakeに設定した場合 

Event Code Length Data Value1 

0x22 0x03 0x02 
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4.3.4 Data Up Disable 

Event Code: 0x23  
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

データ通知許可(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..1 

0x00 

未使用 

0 
0: 許可 

1: 不許可 

計測データを対向機に通知する許可を設定します。初期値は許可になります。 

計測は行いながらコマンドのみ通信をしたい場合などに一時的に不許可設定をすることが出来ます。 

不許可時の計測データは内部 Bufferに蓄積され、許可された時に連続して通知されます。 

 

コマンド設定例 

 Data Up Disableを不許可に設定した場合 

Event Code Length Data Value1 
0x23 0x03 0x01 

 
 

4.3.5 自動 Status発行機能 

Event Code: 0x24 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

自動 Status発行動作(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..1 

0x00 

未使用 

0 
0:  無効 

1:  有効 

Statusパケットを自動的に発行するかを設定します。初期値は無効になります。 

本機能を有効とすると、1分間に 1回、Statusパケットを自動的に発行します。定期的にバッテリ電圧をモニ

タする場合などに有効とすると便利な機能です。但し、計測停止時、および、通信が途切れている場合は機

能しません。 

 

なお、1回だけ電圧をモニタしたい場合は、Event Code 0x2E (ステータス・リクエスト)を発行します。 

 

コマンド設定例 

 自動 Status発行動作を有効に設定した場合 

Event Code Length Data Value1 

0x24 0x03 0x01 
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4.3.6 エラー解除 

Event Code: 0x29 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

エラー解除(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..1 

0x00 

未使用 

0 1: エラー状態解除 

エラーが発生するとエラーステータスが立ちます。 対向機側が必要な対策を講じて、エラー状態を解除

するときに本コマンドを発行してください。 

エラー発生時に Bluetooth®設定時間 OFF の場合、自動的に通信を開始し、エラー解除後も継続動作とな

ります。 

 

コマンド設定例 

 エラー解除を設定した場合 

Event Code Length Data Value1 

0x29 0x03 0x01 

 
 

4.3.7 接続パラメータ更新状況 通知リクエスト 

Event Code: 0x2D 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

更新状況通知リクエスト(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..1 

0x00 

未使用 

0 
1:  接続パラメータ更新状況通知の

要求 

モジュールに接続パラメータ更新シーケンス状況を通知するように要求するコマンドです。更新中／更新完

了／更新不可の情報が Custom2に Event Code 0x81の応答で通知されます。 

詳細は、6．通知データ構造 （Custom2） 接続パラメータ更新状況通知（Event Code 0x81）をご参照くだ

さい。 

 

コマンド設定例 

 接続パラメータ更新状況通知を要求した場合 

Event Code Length Data Value1 

0x2D 0x03 0x01 
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4.3.8 ステータス・リクエスト 

Event Code: 0x2E 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

ステータス通知パケット発行指示(Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..1 

0x00 

未使用 

0 1: 内部情報リクエスト 

内部情報パケット要求です。このコマンド発行後、モジュールからステータス通知パケットがCustom1に送ら

れます。本コマンド受信時は、動作・各種設定は変更せずに、RSSI 値及び Battery 値の最新値を取得した

後にステータス通知パケットを発行します。詳細は5.3 ステータス通知をご参照ください。 

 

コマンド設定例 

 内部情報リクエストをした場合 

Event Code Length Data Value1 

0x2E 0x03 0x01 

 
 

4.3.9 設定内容の保存／初期化 

Event Code: 0x2F 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

設定内容指示 (Data Value1) 

bit 初期値 機能説明 

7..2 

0x00 

未使用 

1..0 
(bin)01: 現在の設定を保存 

(bin)11: 設定初期化 

設定内容の保存、初期化を設定します。 

現在の設定を保存を設定すると、各センサデバイスへ設定した情報を不揮発メモリに保存し電源再投入時

に現在の設定が再現されます。 

設定初期化をすると、工場出荷時の設定に戻すことが出来ます。 

3. コマンド表に記載の不揮発保存欄が”－”の項目は保存しません。Bluetooth®の通信に関係する内容等

は電源の再投入が必要となります。 

 

コマンド設定例 

 現在の設定を保存をした場合 

Event Code Length Data Value1 

0x2F 0x03 0x01 
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4.4 システム設定コマンド 

4.4.1 時刻設定 

Event Code: 0x30 
Length: 0x0A 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 
Data 

Value2 
Data 

Value3 
Data 

Value4 
Data 

Value5 
Data 

Value6 
Data 

Value7 
Data 

Value8 

 

時刻ms（下位）(Data Value1)  

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

 

時刻ms（上位）(Data Value2) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

時刻 ms 設定は、0～999の範囲になります。 

 

時刻 秒 (Data Value3) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

時刻 秒 設定は、0～59の範囲になります。 

 

時刻 分 (Data Value4) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

時刻 分 設定は、0～59の範囲になります。 

 

時刻 時間(Data Value5) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x00 Value 

時刻 時間 設定は、0～23の範囲になります。24時間表記のみとなります。 

 

時刻 Day(Data Value6) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x01 Value 

時刻 Day 設定は、1～31の範囲になります。 

 

時刻 Month (Data Value7) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x0A Value 

時刻 Month 設定は、1～12の範囲になります。 

 

時刻 Year(Data Value8) 

bit 初期値 機能説明 

7..0 0x0F Value 

時刻 Year 設定は、0～99の範囲で 2桁表記になります。 
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コマンド設定例 

 2016年 3月 20日 11時 20分 30秒 0msを設定した場合 

Event 
Code 

Length Data 
Value1 

Data 
Value2 

Data 
Value3 

Data 
Value4 

Data 
Value5 

Data 
Value6 

Data 
Value7 

Data 
Value8 

0x30 0x0A 0x00 0x00 0x1E 0x14 0x0B 0x14 0x03 0x10 

 

 

4.4.2 HW異常検知 

Event Code: 0x31 
Length: 0x03 
 

コマンドフォーマット 

Event 
Code 

Length 
Data 

Value1 

 

HW異常検知設定(Data Value1)  

bit 初期値 機能説明 

7 

0x00 

異常検知 0:OFF  1:ON  

6 未使用 

5 未使用 

4 気圧異常検知 0:無効 1:有効 

3 UV異常検知 0:無効 1:有効 

2 湿度異常検知 0:無効 1:有効 

1 地磁気異常検知 0:無効 1:有効 

0 加速度異常検知 0:無効 1:有効 

各センサの異常検知（I2C 通信異常）機能を設定します。初期値は全センサ無効、異常検知無効になりま

す。 

センサ単位での ON/OFFを設定し、全体マスクである bit7=1 とすることで異常時にエラーステータス発行を

行います。 

例えば、UV のハードウエア異常は分かっているが他のセンサの異常が発生していないか、という使い方が

出来ます。 

初期値は全てのセンサに対する異常検知が無効となっております。 

 

コマンド設定例 

 HW 異常検知を全センサ有効にした場合 

Event Code Length Data Value1 

0x31 0x03 0x9F 
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5. 通知データ構造 (Custom1) 

Custom1 から通知されるデータパケットは 3 種類（データパケット 1 と 2、および、ステータス通知）あり、

Event Codeにて区分けされます。各々20byteで構成されます。 

 

データパケット 1、2はセンサ計測データパケットであり、センサ計測後に通知されます。 

・ データパケット 1: Acceleration、Geo-Magnetic、タイムスタンプ（時・分・秒・ms） 

・ データパケット 2: UV・Ambient Light、Humidity/Temperture、Pressure、タイムスタンプ（年・月・日） 
 

なお、データパケット 2内のセンサを計測していない場合、データパケット 2は通知されず、年・月・日のタイ

ムスタンプは取得出来なくなります。 

データパケット 1 は Geo-Magnetic、Acceleration センサを計測していなくても通知が行われるため、タイム

スタンプ（時・分・秒・ms）の取得が可能です。 

 

データ20番目には、データパケット1、2で共通のData Index が付与されます。これは、センサ計測シーケ

ンス実施毎に 1増加し、255(0xFF)の次は 0に戻るインデックスです。この Indexから、データパケット 1 と 2

のデータが同一計測時のデータかどうか（通信状況が悪くなり）データを取り損ねが発生した等の判断に利

用することできます。 

 

5.1 データパケット 1 

No Field 内容 

1 Event Code 0xF2 

2 Length 0x14 

3 Geo-Magnetic X LSB   

4 Geo-Magnetic X MSB   

5 Geo-Magnetic Y LSB   

6 Geo-Magnetic Y MSB   

7 Geo-Magnetic Z LSB   

8 Geo-Magnetic Z MSB   

9 Acceleration X LSB   

10 Acceleration X MSB   

11 Acceleration Y LSB   

12 Acceleration Y MSB   

13 Acceleration Z LSB   

14 Acceleration Z MSB   

15 Time Stamp0 Ms 

16 Time Stamp1 Ms 

17 Time Stamp2 S 

18 Time Stamp3 M 

19 Time Stamp4 H 

20 Data Index   

非選択センサのデータは以下の値となります。 

Geo-Magnetic: 0x8000 
Acceleration:  0x8000 
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5.2 データパケット 2 

No Field 内容 

1 Event Code 0xF3 

2 Length 0x14 

3 Pressure LSB   

4 Pressure MSB   

5 Humidity LSB   

6 Humidity MSB   

7 Temperature LSB   

8 Temperature MSB   

9 UV LSB   

10 UV MSB   

11 Ambient Light LSB   

12 Ambient Light MSB   

13 

(Reserve) 

  

14   

15   

16   

17 Date Stamp0 Day 

18 Date Stamp1 Month 

19 Date Stamp2 Year 

20 Data Index   

非選択センサのデータは以下の値となります。 

Pressure:  0x0000 
Humidity:  0x8000 
Temperature: 0x8000 
UV:    0x8000 
Ambient:   0x8000 
 

データパケット 1，2における各センサのデータ変換は以下の様になります。 

データパケット内の Geo-Magnetic, Accelerationは符号つき 2byte整数です。 

データパケット内の Pressure, Humidity, Temperature, UV, Ambientは符号なし 2byte整数です。 

 

Geo-Magnetic値[uT]  : Magnetic×0.15 

Acceleration 値[G]   : Acceleration / 4096   (±2G Rangeの場合） 

          Acceleration / 2048   (±4G Rangeの場合） 

          Acceleration / 1024  (±8G Rangeの場合） 

          Acceleration / 682.7  (±12G Rangeの場合） 

          Acceleration / 512   (±16G Rangeの場合） 

Pressure 値[hPa]   : Pressure×860 / 65535 +250 

Humidity 値[%RH]   : (Humidity - 896) / 64 

Temperature 値[degC]  : (Temperature – 2096) /50 

UV 値[mW/cm2]    : UV / (100×0.388) 

Ambient 値[Lx]    : Ambient / (0.05×0.928) ※太陽光及びハロゲンランプ光源時 

 

【注意事項】 

 上記 Ambientの変換式は太陽光及びハロゲンランプ光源時になります。 

 光源が LED時は    Ambient / (0.05×0.928×0.58) 

 光源が蛍光灯時は   Ambient / (0.05×0.928×0.44) 

 の変換式となります。光源により切り替えて変換を行ってください。 
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5.3 ステータス通知 

Event Code 0xE0 にて通知されます。 

本パケットは、制御コマンド発行時、または Event Code 0x24 “自動 Status発行動作”Fieldが有効の時に

自動的に通知されます。 

 

No Field 内容 

1 Event Code 0xE0 

2 Length 0x14 

3 未使用   

4 StERROR エラーステータス 

5 未使用   

6 未使用   

7 RSSI   

8 Battery(L)   

9 Battery(H)   

10 MemFull メモリが FULLかどうか 

11 ACK/NACK コマンド受付 Ack/Nack 

12 

未使用 

  

13   

14   

15   

16   

17   

18   

19   

20   

 

StERROR: エラーステータス表示。エラー時は各センサに対応した Bitが 1 となり、それ以外 0 となります。 

bit 機能説明 

7:5 未使用 

4 気圧異常検知 

3 UV異常検知 

2 湿度異常検知 

1 地磁気異常検知 

0 加速度異常検知 

RSSI:  モジュール側の受信 RSSIを示します。単位 dBm。符号あり 1byte。 

Battery:  2バイト表記にてバッテリ電圧を mV単位で示します。 

MemFull: 内部メモリフルフラグ。メモリフル時 1、それ以外 0 となります。Event Code 0x29（エラー解除）

発行にて消去するまでフラグは立ち続けます。 

ACK/NACK: コマンドの正常受付(ACK)時 1、受付不許可(NACK)時 2 を返します。それ以外(自動発行)

時は 0を返します。 

RSSIおよび、Battery 値は、Event Code 0x2E “ステータス通知パケット発行指示”発行時、またはステー

タス自動発行時に再計測・更新されます。 
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6. 通知データ構造 （Custom2） 

Custom2から通知されるデータパケットは 3種類（Event Code Read 応答、接続パラメータ更新状況通知、

シーケンサエラー通知）存在し、Event Codeにて区分けされます。 

 

Event Code 0x01~0x31  Event Code Read 応答 

No Field 内容 

1 Event Code Read応答 Event code 

2 Length 可変長 

3 Data Value 読み出した内容 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

20 ・ max 20 

Custom3へ該当Event CodeのRead要求を発行すると、Custom2にRead応答パケットが通知されます。

Read応答パケット内の Event Code ,Length,DataValueは 4 コマンド構造の内容に従います。 

 

(例) 計測制御 (Event Code=0x20)の Read  

Custom3に計測制御 コマンド Read要求を発行 

Event Code Length Data Value1 

0xA0 (0x20+0x80) 0x03 0x00 

 

Custom2に計測制御コマンドの Read応答が通知 

Event Code Length Data Value1 

0x20 0x03 0x01 

 
 

Event Code 0x81 接続パラメータ更新状況通知 

No Field 内容 

1 Event Code 0x81 

2 Length 0x03 

3  Update Status 

0x00: 更新完了 

0x01: 更新中 

0x02: 更新不可 

モジュールから発行された接続パラメータ更新要求の更新状況が、本フォーマットにて通知されます。更新

要求が発行されると, まず更新中(“Update Status”Field =1)と対向機に通知されます。その後、接続パ

ラメータ更新シーケンスが終了すると、更新完了もしくは更新不可の通知が行われます。 

 

なお、モジュールからの接続パラメータ更新要求は、Event Code 0x21 “Bluetooth®通信動作設定”Field

値により発行タイミングが異なります。自動設定 ( “Bluetooth®通信動作設定”Field <0bit> = 0)の場合は、

コネクション確立時と 計測モード変更時に自動的にモジュールから発行されます。 

手動設定の場合は 、手動設定を有効（Event Code 0x21 “Bluetooth®通信動作設定” Field<0bit> = 1 ）

にに設定したタイミングで、モジュールから更新要求が発行されます。 
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Event Code 0x82 シーケンサエラー通知 

 

No Field 内容 

1 Event Code 0x82 

2 Length 0x03 

3 Sequencer Error 
0x00 ：エラーなし 

0x01 ：エラーあり  

センサ計測動作間隔と有効計測センサとの整合を確認し、センサ計測シーケンスが破綻していないかの確

認結果が本パケットで通知されます。 

エラーなしは、設定した間隔で有効にしたセンサをすべて計測できる状況であることを示します。 

エラーありの場合は、設定した計測間隔では有効にしているセンサが計測できない状況を示しています。 

（例：計測 ModeFast Mode, 計測間隔 100ms未満で環境系センサを有効） 

センシング設定 (Event Code 0x01~0x06) の内容を確認し再設定してください。 
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7. Beaconフォーマット 

 

動作モード 送信間隔 送信情報 
Beacon 動作 (Event Code 0x16） 

“フォーマット設定“Field 

Normal 

Advertising 
30ms-10000ms - <1:0bit> = (bin)00 

General 

Beacon 
100ms固定 

UUID 
Minor/Major 

<1:0bit> = (bin)10 

Sensor 

Beacon 
100～4000ms 

Acceleration、Pressure  

Humidity、Temperature 、 

UV、Ambient Light 

<1:0bit> = (bin)01 
<7bit> = (bin)0 

Geo-Magnetic 、

Acceleration、 

Pressure 

<1:0bit> = (bin)01 
<7bit> = (bin)1 

 

Beacon動作モードは、一度コネクションを確立し、Event Code 0x16 ”フォーマット設定“ Field を設定す

ることで選択可能です。設定後、コネクションを切断する事で、モジュールは設定された動作モードで

Beacon動作を開始します。 

 

Normal Advertising: 通常動作モードです。 

 

非接続時に下記形式の通常の Advertisingデータが送信されます。 

 

AD Structure1 

Length AD Type Local Name 

0x02～0x12 0x08 (1)～(18) 

 

※Local Name は Event Code 0x15 の“デバイス名称” と同じ設定値となります。 

※デバイス名称（Local Name）の設定文字数により Lengthが変わります。 

 
 

General Beacon: Apple社 Beacon相当のフォーマットです。 

 

非接続時に下記形式の Beaconデータが送信されます。 

Company ID (0x0272)は ALPS社の Company IDです。送信間隔は 100ms固定です。 

Major / Minor の他に、Event Code 0x17 “UUID” Fieldにて設定した IDを送信出来ます。 

 

Total 

Size 

AD 

Type 

Company 

ID 

Data 

Type 

Data 

Length 
UUID Major Minor 

Measured 

Power 

0x1A 0xFF 0x0272 0x02 0x15 16byte 2byte  2byte  0xBF 

 

Mesured Power 値は-65dBm(0xBF)固定です。 
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Sensor Beacon: センサデータ送信用 ALPS独自 Beaconフォーマットです。 

 

Event Code 0x16 “Beacon動作”Field <7bit>の設定により 2種類の動作があります。 

<7bit> = 0： (1) 環境系    Accelerationを除く全センサ計測 

<7bit> = 1： (2) モーション系  Geo-Magnetic・Acceleration・Pressureセンサ計測 

 

非接続時に下記フォーマットのセンサデータが Beacon として送信されます。 

デバイス名称（Local Name）は、Event Code 0x15 の“デバイス名称” Field先頭 5バイトが用いられます。 

センサデータ変換は 5.通知データ構造 (Custom1)の変換式と同様となります。 

 

<7bit> = 0: (1) 環境系 フォーマット 

AD Structure1 

Length 
AD 
Type 

Company 
ID 

ALPS 
Index 

Data 

0x14 0xFF 0x72 0x02 0x00 
Acc 

X(L) 

Acc 

X(H) 

Acc 

Y(L) 

Acc 

Y(H) 

Acc 

Z(L) 

Acc 

Z(H) 

 

AD Structure1 

Data 続き 

Pres 
(L) 

Pres 
(H) 

Humi 
(L) 

Humi 
(H) 

Temp 
(L) 

Temp 
(H) 

UV 
(L) 

UV 
(H) 

Ambi 
(L) 

Ambi 
(H) 

 

AD Structure2 

Length AD Type Local Name 

0x06 0x08 (1) (2) (3) (4) (5) 

 

<7bit> = 1: (2) モーション系フォーマット 

AD Structure1 

Length 
AD 
Type 

Company 
ID 

ALPS 
Index 

Data 

0x14 0xFF 0x72 0x02 0x00 
Acc 

X(L) 

Acc 

X(H) 

Acc 

Y(L) 

Acc 

Y(H) 

Acc 

Z(L) 

Acc 

Z(H) 

 

AD Structure1 

Data 続き 

Geo-Mag 

X(L) 

Geo-Mag 

X(H) 

Geo-Mag 

Y(L) 

Geo-Mag 

Y(H) 

Geo-Mag 

Z(L) 

Geo-Mag 

Z(H) 
Pres(L) Pres(H) 0x80 0x80 

 

AD Structure2 

Length AD Type Local Name 

0x06 0x08 (1) (2) (3) (4) (5) 
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Appendix1 Service1 Database 

 
 

  
Attribute 

Handle 

Attribute 

UUID 
Attribute Type Attribute Value 

Propeties/ 

Permissions 

 

Service1 

0x10 0x2800 GATT_PRIMARY_SERVICE_UUID 0x47FE55D8447F43ef9AD9FE6325E17C47 READ 

0x11 0x2803 GATT_CHARACTER_UUID 

char properties : READ/NFY 

char handle : 0x0012 

char UUID : 

0x686A9A3B4C2C4231B8719CFE92CC6B1E 

READ 

0x12 

0x686A9A3

B4C2C4231

B8719CFE9

2CC6B1E 

Custom1 Characteristic UUID 20Byte  READ | NFY 

0x13  0x2902 
Client Characteristic 

ConfigurationUUID 

Notify Enable (0x0001) 

Notify Disable  (0x0000 default)    

READ | 

WRITE 

0x14 0x2803 GATT_CHARACTER_UUID 

char properties : READ/NFY 

char handle : 0x0015 

char UUID : 

0x078FF5D63C9347f5A30C05563B8D831E 

READ 

0x15 

0x078FF5D

63C9347F5

A30C05563

B8D831E 

Custom2 Characteristic UUID 20Byte  READ | NFY 

0x16  0x2902 
Client Characteristic 

ConfigurationUUID 

Notify Enable (0x0001) 

Notify Disable  (0x0000 default)    

READ | 

WRITE 

0x17 0x2803 GATT_CHARACTER_UUID 

char properties : WR/WWR 

char handle : 0x0018 

char UUID : 

0xB962BDD15A77479793A1EDE8D0FF74BD  

READ 

0x18 

0xB962BDD

15A774797

93A1EDE8

D0FF74BD 

Custom3 Characteristic UUID 20Byte  

WRITE | 

WRITE 

WITHOUT 

RESPONSE 
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Appendix2 Android Sample Projectを使用した Sensor Beacon設定例 

Android Sample Project（SensorModuleSampleCode）を使用して、モジュール接続時に自動で Sensor 

Beaconモードに設定する手順の例を記載します。 

Beacon設定は 2.3.4 Case4 のものを使用します。 

 

①CtrlCmd クラスを継承した CtrlCmdBeaconBehavior クラスを作成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②com/alps/sample/sensorModule/SensorModule.javaの関数 

onCharacteristicEnabled(BLEConnect.NotifierType type)内に下記を追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の内容でビルドしたアプリで、モジュール接続時に自動で Sensor Beacon モードに設定され、

Disconnectすることでモジュールが Beacon として動作開始します。 

同様の手順で、計測間隔の設定も可能となります。 

 

※Sample Projectでは、Beaconの動作確認、データ取得は対応しておりません。 

Beaconの動作確認、データ取得については評価用アプリ（SensorModuleGraph）をご使用ください。 

package com.alps.sample.sensorModule.command.control; 

 

public class CtrlCmdBeaconBehavior extends CtrlCmd{ 

    private static final String TAG = "CtrlCmdBeaconBehavior"; 

    public static final int LENGTH_COMMAND = 7; 

    public static final byte EVENT_CODE_SETTING_VALUE = 0x16; 

 

    @Override 

    public byte eventCode() { 

        return EVENT_CODE_SETTING_VALUE; 

    } 

 

    public CtrlCmdBeaconBehavior() { 

        super(LENGTH_COMMAND); 

        commandBytes[INDEX_EVENT_CODE] += GETTING_MARKER; 

        validCommand = true; 

    } 

 

    public CtrlCmdBeaconBehavior(byte[] data) { 

        super(LENGTH_COMMAND); 

        int len = data.length; 

        int index = INDEX_EVENT_CODE + 2; 

        System.arraycopy(data, 0, commandBytes, index, len); 

 

        validCommand = true; 

    } 

} 

 

... 

 

case ActivatedEnablingSensorDataNotification: 

   if (type == BLEConnect.NotifierType.SensorDataAndStatus) { 

      commander = new Commander(); 

      //add 

      byte[] data= {0x01, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00}; 

      commander.addCommand(new CtrlCmdBeaconBehavior(data)); 

      //end 

      commander.addCommand(new CtrlCmdRequestStatus()); 

... 
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Revision History 

Version Date Description 

1.0 05.Oct.2015 Initial release 

1.1 05.Feb.2016 全ページ 各コマンドの初期値、設定可能範囲の見直し、誤記修正 

P.6 Read コマンドの例を追記 

P.18 データ変換時間設定の説明を修正 

P.20【Forceモード】説明内容修正計測モード設定  

【注意事項】説明内容修正 

P.21 【注意事項】Fastモード間隔 50ms以下の時の注意事項 

を追記 

P.22 Bluetooth®電源 OFF時間設定の説明を修正 

P.24 Advertising 発行時間 パラメータの説明を修正 

P.25 間欠 Advertise動作の説明修正、図追記 

P.26 復帰時刻設定、デバイス名称の説明を修正 

P.27 General Beaconの説明を修正 

P.30 指定期間 Bluetooth®電源 OFF指示の説明を修正 

Fastモード間隔 50ms以下の時の注意事項を追記 

P.31 スリープ設定の説明を修正 

P.32 データ通知許可の説明を修正 

P.33 更新状況通知リクエストの説明を修正 

P.34 ステータスパケット発行、設定内容指示の説明修正 

P.38 UVの変換値とデータ項目名の修正 

P.39 Ack/Nack に 0の説明追記 

P.41 計測シーケンスを説明追記 

1.2 24.Sep.2016 全ページ 誤記修正 

全ページ Bluetooth® Smart表記を Bluetooth®に修正 

4.コマンド構造(Custom3)の各コマンドにコマンド例を追記 

P.7 数値を 2バイト以上で扱う場合のコマンド例を追記 

P.8 コマンド制限事項を追記 

P.15~17 コマンド表にリンクを付与 

P.33 UUIDの説明を修正 

1.3 6.Feb.2017 全ページ 2進数を(bin)表記に修正 

注意事項、安全上のご注意: 記載内容修正 

Ver.についての注記を追記 

1.1 コマンド制御:Bluetooth® low energy無線技術に修正 

2.2 コマンド制限事項: [計測動作中の受け付けコマンド]に 

Event Code 0x30 （時刻設定） ※Ver1.4以降 を追加 

4.2.7  Beacon動作 : 電源再起動後の Beacon再設定について 

説明を追記 

5.2 データパケット 2 : Ambient変換式を修正 

Ambientに関する【注意事項】を追記 

7. Beaconフォーマット: Normal Advertising を追加 

Appendix2: AndroidSampleProjectでの SensorBeacon設定例を 

追記 

 


